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目的　平成22年と25年の国民生活基礎調査における生活影響あり割合（健康日本21（第二次）の健
康寿命の基礎資料）に対する生活影響の無回答の影響を評価した。

方法　同調査を統計法33条による調査票情報の提供を受けて利用した。自覚症状と通院の有無ごと
に，生活影響ありと生活影響の回答なしの年齢調整割合を算定した。生活影響の無回答者にお
ける生活影響の有無を自覚症状と通院の回答状況から推計し，生活影響あり年齢調整割合につ
いて，調査対象者（生活影響の無回答者を含む）の推計値と生活影響の回答者の調査値を比較
した。年齢調整の標準人口には平成25年の調査対象者を用いた。

結果　生活影響の回答なし割合は平成22年が13％で25年が 2％であった。自覚症状または通院があ
りの場合は，なしの場合と比べて，生活影響あり年齢調整割合は著しく大きかったが，生活影
響の回答なし年齢調整割合はほぼ一致した。生活影響あり年齢調整割合について，通院と自覚
症状の回答状況による調査対象者の推計値は生活影響の回答者の調査値とほぼ一致し，平成22
年では男性12.6～12.7％と女性15.2％，25年では男性12.1％と女性14.6％であり，推計値と調
査値の比が1.002～1.005倍であった。

結論　平成22年と25年の生活影響あり割合に対して，生活影響の回答なしがほとんど影響しなかっ
たと示唆された。

キーワード　健康寿命，健康日本21（第二次），日常生活に制限のある期間の平均，国民生活基礎
調査，保健統計

Ⅰ　は　じ　め　に

　健康日本21（第二次）の健康寿命の「日常生
活に制限のある期間の平均」において，平成22
年と25年の国民生活基礎調査の「あなたは現在，
健康上の問題で日常生活に何か影響があります
か」に対する「ある」と回答した者の割合（以
下，生活影響あり割合）が用いられている1）2）。
生活影響あり割合の算定には同質問への「あ
る」と「ない」の回答者を用いており，無回答
者を含めていない。

　国民生活基礎調査の大規模調査において，健
康票の回収方式が平成13・16・19・22年の密封
から25年は開封（やむを得ない場合は密封）に
変更された3）4）。この変更に伴って，生活影響
の回答なし割合が大きく変化し，その変化に
よって，生活影響あり割合とそれに基づく「日
常生活に制限のある期間の平均」が影響を受け
たかもしれない。一方，健康票の調査方法はい
ずれの年次も留め置き法であり，回収世帯数の
割合は平成22年で79.4％，25年で79.6％と変化
がなかった。
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　本研究の目的は，平成22年と25年の生活影響
あり割合に対する生活影響の無回答の影響を評
価することとした。

Ⅱ　方　　　法

　平成22年と25年の国民生活基礎調査について，
統計法33条による調査票情報の提供（厚生労働
省発統1110第 4 号（平成26年11月10日））を受
けて，生活影響とともに，自覚症状，通院，健
康意識，悩みやストレス，こころの状態の回答
状況を用いた3）4）。
　すべての解析は年次別，性別に行った。生活
影響と他の項目の回答なし割合および生活影響
の無回答者における他の項目の回答なし割合を
算定した。自覚症状と通院について，あり，な
しと回答なしごとに，生活影響あり割合と生活
影響の回答なし割合を算定した。また，自覚症
状と通院について，あり，なしと回答なしおよ
び年齢階級ごとに，生活影響ありとなしの割合
を用いて，生活影響の無回答者数を生活影響の

ありとなしに比例按分し，調査対象者（生活影
響の無回答者を含む）における生活影響ありと
なしの人数および生活影響あり割合を推計した
（それぞれを推計値）。この推計値と区別する
ために，生活影響の回答者における生活影響あ
りとなしの人数および生活影響あり割合を調査
値と呼ぶ。生活影響あり割合と生活影響の回答
なし割合の調査値と推計値は，平成25年の調査
対象者を標準人口とする年齢調整割合を算定し
た。

Ⅲ　結　　　果

　表 1に生活影響と他の項目の回答なし割合を
示す。生活影響の回答なし割合は平成22年で
13％と25年で 2％であり，いずれの年次も年齢
とともに上昇傾向であった（表に示していな
い）。他の項目の回答なし割合は自覚症状と通
院が 1～ 2％，健康意識，悩みやストレス，こ
ころの状態が平成22年で11～18％と25年で 1～
5％であった。

　表 2に生活影響の無回答
者における他の項目の回答
なし割合を示す。生活影響
の無回答者における回答な
し割合は自覚症状と通院が
平成22年で 5％と25年で11
～17％，健康意識，悩みや
ストレス，こころの状態が
22年で69～91％と25年で24
～38％であった。
　表 3に自覚症状の回答状
況から推計した生活影響あ
り割合を示す。生活影響の
調査値をみると，平成22年
と25年では，生活影響あり
年齢調整割合は自覚症状の
ありが男女とも29％で，な
しの男性 4％と女性 5％よ
りも著しく大きかった。生
活影響の回答なし年齢調整
割合は自覚症状の有無の間

表 1　生活影響と他の項目の回答なし割合
平成22年 平成25年

男性 女性 男性 女性

回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）

生活影響 6 890 12.5 7 806 13.2 990 1.8 1 139 1.9
自覚症状 1 059 1.9 1 218 2.1 413 0.7 436 0.7
通院 1 091 2.0 1 242 2.1 368 0.7 425 0.7
健康意識 7 127 13.0 7 846 13.2 666 1.2 703 1.2
悩みやストレス 5 550 10.8 6 100 10.9 754 1.4 743 1.3
こころの状態 8 718 17.0 9 955 17.8 2 464 4.7 3 003 5.3

注　1）　調査対象者における回答なしの割合（％）

表 2　生活影響の無回答者における他の項目の回答なし割合
平成22年 平成25年

男性 女性 男性 女性

回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）
回答なし
（千人）

割合1）

（％）

生活影響の無回答者
総数 6 890 100.0 7 806 100.0 990 100.0 1 139 100.0
自覚症状 317 4.6 380 4.9 131 13.2 124 10.9 
通院 362 5.3 393 5.0 164 16.6 165 14.5 
健康意識 6 282 91.2 6 926 88.7 342 34.5 361 31.7 
悩みやストレス 4 819 69.9 5 401 69.2 254 25.6 271 23.8 
こころの状態 5 178 75.2 5 926 75.9 354 35.8 438 38.4 

注　1）　生活影響の無回答者における回答なしの割合（％）
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で男女ともほぼ一致し，平
成22年で12～13％と25年で
1～ 2 ％であった。自覚症
状の合計の生活影響あり年
齢調整割合をみると，推計
値は調査値とほぼ一致し，
平成22年で男性12.7％（調
査値の1.005倍）と女性
15.2％（同1.005倍），25年
で 男 性12.1 ％（ 同1.004
倍）と女性14.6％（同1.003
倍）であった。
　表 4に通院の回答状況か
ら推計した生活影響あり割
合を示す。自覚症状とほぼ
同様の結果であった。生活
影響の調査値をみると，平
成22年と25年では，生活影
響あり年齢調整割合は通院
のありがなしよりも著しく
大きかったが，生活影響の
回答なし年齢調整割合は通
院の有無の間でほぼ一致し
た。通院の合計の生活影響
あり年齢調整割合をみると，
推計値は調査値とほぼ一致
し，平成22年では男性12.6 
％（調査値の1.002倍）と
女性15.2％（同1.003倍），
25年では男性12.1％（同
1.003倍 ） と 女 性14.6 ％
（同1.002倍）であった。

Ⅳ　考　　　察　　　

　生活影響の回答なし割合は平成22年の13％か
ら25年の 2％へ大きく低下した。健康意識，悩
みやストレス，こころの状態も同様の傾向で
あった。これらの項目は主観的な判断を要する
質問内容であり，それに伴い無回答が生じやす
い可能性が考えられる5）-7）。国民生活基礎調査
の健康票の回収方式が平成22年の密封から25年

の開封（やむを得ない場合は密封）へ変更され，
開封では調査者の審査により回答なしが減少し
たと考えられる4）。一方，自覚症状と通院の回
答なし割合は平成22年，25年とも低かったが，
これらの項目は質問内容があまり主観的な判断
を要しないためと考えられる8）9）。
　生活影響の無回答者における健康意識，悩み
やストレス，こころの状態の回答なし割合は高

表 3　自覚症状の回答状況から推計した生活影響あり割合
生活影響の調査値（千人） 生活影響の推計値（千人）

あり（％）1） なし 回答なし（％）2） あり（％）1） なし

平成22年
男性 5 479(12.59) 42 622 6 890(12.83) 6 677(12.66) 48 313
自覚症状あり 4 337(28.54) 9 743 2 403(12.32) 5 281(28.54) 11 202
　　　　なし 1 075( 4.24) 32 204 4 170(12.26) 1 276( 4.24) 36 172
　　　　回答なし 67(11.28) 675 317(30.25) 120(11.28) 939
女性 7 022(15.13) 44 462 7 806(13.53) 8 620(15.21) 50 670
自覚症状あり 5 865(29.02) 13 080 3 370(13.28) 7 187(29.02) 15 128
　　　　なし 1 071( 4.82) 30 630 4 055(12.76) 1 285( 4.82) 34 471
　　　　回答なし 86(12.36) 752 380(30.74) 148(12.36) 1 070
平成25年
男性 6 540(12.08) 48 039 990( 1.78) 6 737(12.12) 48 831
自覚症状あり 5 210(28.97) 10 394 401( 2.11) 5 366(28.97) 10 638
　　　　なし 1 300( 4.01) 37 393 458( 1.28) 1 324( 4.01) 37 828
　　　　回答なし 30(10.94) 252 131(31.44) 47(10.94) 365
女性 8 551(14.58) 50 588 1 139( 1.89) 8 817(14.63) 51 461
自覚症状あり 7 142(29.32) 14 220 538( 2.11) 7 359(29.32) 14 541
　　　　なし 1 369( 4.64) 36 096 477( 1.37) 1 397( 4.64) 36 545
　　　　回答なし 40(12.54) 272 124(27.15) 61(12.54) 375

注　1）　（　）内は生活影響ありとなしにおける生活影響ありの年齢調整割合（％）
　　2）　（　）内は生活影響あり，なしと回答なしにおける生活影響の回答なしの年齢調整割合（％）

表 4　通院の回答状況から推計した生活影響あり割合
生活影響の調査値（千人） 生活影響の推計値（千人）

あり（％）1） なし 回答なし（％）2） あり（％）1） なし

平成22年
男性 5 479(12.59) 42 622 6 890(12.83) 6 657(12.61) 48 333
通院あり 4 414(23.59) 12 727 3 317(12.48) 5 398(23.59) 15 060
　　なし 1 003( 4.84) 29 228 3 211(11.90) 1 146( 4.84) 32 296
　　回答なし 62(11.03) 667 362(34.51) 113(11.03) 978
女性 7 022(15.13) 44 462 7 806(13.53) 8 604(15.17) 50 686
通院あり 5 760(25.04) 14 854 4 304(13.49) 7 097(25.04) 17 821
　　なし 1 171( 6.40) 28 850 3 108(12.37) 1 349( 6.40) 31 781
　　回答なし 91(13.28) 758 393(32.68) 158(13.28) 1 084
平成25年
男性 6 540(12.08) 48 039 990( 1.78) 6 733(12.12) 48 836
通院あり 5 443(23.45) 15 170 545( 2.03) 5 606(23.45) 15 552
　　なし 1 073( 4.35) 32 689 281( 0.93) 1 082( 4.35) 32 961
　　回答なし 24(11.59) 180 164(43.58) 45(11.59) 323
女性 8 551(14.58) 50 588 1 139( 1.89) 8 804(14.61) 51 473
通院あり 7 222(25.55) 17 541 666( 2.02) 7 434(25.55) 17 994
　　なし 1 294( 5.69) 32 823 307( 1.08) 1 308( 5.69) 33 115
　　回答なし 35(12.77) 225 165(36.88) 62(12.77) 364

注　1）　（　）内は生活影響ありとなしにおける生活影響ありの年齢調整割合（％）
　　2）　（　）内は生活影響あり，なしと回答なしにおける生活影響の回答なしの年齢調整割合（％）
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く，とくに平成22年で69～91％であった。国民
生活基礎調査の健康票において，これらの項目
は生活影響の直後に位置したため，生活影響の
回答なしがこれらの項目の回答なしにつながっ
たと考えられる3）4）。一方，生活影響の無回答
者における自覚症状と通院の回答なし割合は比
較的低かったが，健康票では両項目が生活影響
よりも前に位置したためと考えられる。
　自覚症状と通院の回答状況について，生活影
響の回答状況との関連性を評価した。生活影響
あり年齢調整割合は自覚症状ありがなしに比べ
て，また，通院ありがなしに比べて著しく大き
かった。これは，それぞれの質問内容から当然
と考えられる6）9）。一方，生活影響の回答なし
年齢調整割合は自覚症状の有無の間と通院の有
無の間でほぼ一致した。これは，生活影響の回
答の有無が自覚症状と通院の有無とほとんど関
連しないことを意味している。とくに，自覚症
状と通院の有無が生活影響の有無と強く関連す
ることを考慮すると，生活影響の回答の有無は
生活影響の有無と関連しないことが示唆され
る10）。したがって，生活影響あり割合に対して，
生活影響の回答なしがほとんど影響していない
可能性が考えられる。
　そこで，自覚症状と通院について，その回答
状況と年齢階級ごとに，生活影響の無回答者に
おける生活影響の有無を推計し，生活影響あり
割合に対する生活影響の回答なしの影響の程度
を評価した10）11）。仮に，自覚症状と通院の有無
によって生活影響の回答なし割合が異なれば，
調査対象者（生活影響の無回答者を含む）の生
活影響あり割合の推計値は，生活影響の回答者
の調査値と異なってくる。実際には，調査対象
者の生活影響あり割合の推計値は生活影響の回
答者の調査値に対して，平成22年と25年の男女
とも1.002～1.005倍とほぼ 1であった。以上，
平成22年と25年の生活影響あり割合に対して，
生活影響の回答なしがほとんど影響しなかった
と示唆された。
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